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阿久和南部地区 地域福祉保健計画 

 

１ 地区の概況 

 

 
 
 
 
 
 
 

２ 地区の主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・瀬谷区のうち、３番目に人口の多い地区です。 

・瀬谷区の南部に位置し、旭区や泉区にも隣接しています。 

・地区の西側と北東部に集合住宅が多くあります。 

・年齢構成では、区平均と比べ１５歳未満の子どもの割合が高く、家族構成でも単身の世帯が

少なく、夫婦と子ども世帯の割合が区平均より高くなっています。 

・畑や緑が豊かな公園も多い地区です。 

高齢者の集まる場（高齢者の支援） 

・家族はいるが、一日中ひとりでいる高齢者もいます。そういう人たちの集まる場所がない。

・自分で集まれる人は集まっていきます。そのためにも、 

身近に集まれる場所があることが望まれます。 

 

高齢者の力の活用（高齢者の支援） 

・元気な高齢者が力を発揮できる場がない。 

・定年後、活躍できる場が望まれます。 

 

自治会役員の担い手（高齢者の支援） 

・高齢になって、自治会の役員を受けることが難しい人が出ています。 

 

地域交流（子育て） 

・子供会はあるが、子供会活動が縮小しています。 

・乳児と親の行き場はあるが、小中学生の集まる場がありません。 

・大久保原公園は、年２回ぐらいの草刈りで、草が繁っていて、安心して遊べない。 

・安心して遊べる場があれば、みんな集まってきます。 

 

担い手の育成 

・活動のリーダーが必要ですが、引き受けてくれる人がいない。 

・親から子へ。身近なところでボランティアを体験する機会が必要です。 

・子育て活動やボランティア活動を、若い人にも声をかけて、共に活動できるようにしたい。

・参加者が担い手になる。若い人に、楽しみながら参加してもらうことが必要です。 
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つながりのあるまちにしていく・・・ 

３ 地区で考えた地区の取組み 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大久保原公園をみんなが集まる 

交流の場にしよう！ 

安心して集える

モデル図 

阿久和南部連合 15 の自治会の呼びかけにより、 

地域の各団体・グループが力を出し合い、活動する。 

きれいな環境 
誰もが楽しめる

イベントを開催

★子どもからお年

寄りまで楽める

イベントを企画

し、開催する。 

★地域で子どもを

見守る人を今以

上に増やしてい

く。 

★きれいな公園に

するために掃除、

草刈りをする。 
 

みんなが交流できる

場づくり 

＊南部全体として、一つの公園をモデル的に取り組み、目標達成にむけ、

みんなで関わっていく。 

・世代間の交流ができる。 

・子どもたちが安心して遊べる。 

・元気な高齢者が地域の中で活躍できる場がある。

・地域の中で集まりやすい場所に集う。 

（自治会館や公園） 

★ 顔の見える関係を広げていく。 

★ 気軽に集まれる場を地域につくっていく。 

★ 各団体の活動を知り合い 

   お互いにできることを助け合っていく。 
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